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● 概要： 

当会の収入、支出の管理をおこなう 

 

● 目的： 

・ 当会の事業が円滑に進むよう資金面の状況について把握し、提言する 

・ NPO 法人としての会計の透明性を確保する 

 

● 経過： 

・ 月１回の運営会議での精算業務を目標にしてきたが、担当者の事情で 3カ月に 1回程度

の精算作業が限界であると感じた。 

・ キルト部門の担当者と連携し、スムーズに決算・監査が行われた 

 

● 課題： 

・ 決算について 

会計作業の入力は会計担当者が行っているが、入力科目の詳細などは、事業に携わって

いる事務局長が最終チェックを行い修正している。各々が入力作業を行うことで、数字

が合わないなど決算時の確認不足が数年続いていると感じる。どの課程で起きたミスか

というのも曖昧である。数百円単位の誤差であるが、来年度は連携してもう一手間かけ

た確認作業が必要と考えている。 


